
北海道公立学校事務職員協会 

令和７年度支部研究担当者研究協議会 

 

　令和７年（2025年）10月28日13時30分から、支部研究担当者研究協議会をオンラ

 イン開催し、10支部の研究担当者が出席しました。

 
 【日程】

13:15 13:30  13:35                　　　　　　  13:50                       　　　　　  15:00

　接   開 報告 研究協議 

　続   会 「第77回研究大会アンケート 「各支部における研究活動について」  

　準   式 　集約結果について」  

　備  進行：山崎研究部理事 進行：菅原研究部筆頭理事

 

報告「第77回研究大会アンケート集約結果について

 　69名からアンケートをいただきました。

　講演については肯定的な意見がほとんどで

した。今後の講演について希望するジャンル

等の問いに対しては、「様々な業種の方の話

を聞きたい」、「一般的に仕事で必要なスキ

ルや大切なことなどを聞きたい」、「日本ハ

ムファイターズ栗山元監督からチーム作りに

ついて聞きたい」、「ICTやDXに関する話を

聞きたい」等の回答がありました。　　　　　　　　　　進行：山崎理事 

 　今後どのような講義を聞いてみたいかとい

う問いに対しては、実際の経験談、体験談、創意工夫していることが聞きたいという意見

 が多く見られました。

　今回研究協議会を開

催するにあたり、事前

に各支部から本部研究

部への要望等を聞いて

いたところ、研究大会

を毎年Zoom開催する

のではなく、何年かに

一度、集合開催するの

　　　　　　　　　　オンライン開催の様子　　　　　　　　　　は難しいのか？という

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質問がありました。若

 い事務職員は全道規模での集合経験がないことからの要望でもあります。

　今年度の研究大会では講演も復活し、講義も２本用意できたことで少しずつではありま
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すが、着実に前進していると感じています。集合開催の可能性もまったくなくなった訳で

はありませんが、会場費の高騰に伴う開催費用（会費を元の額に戻す必要性）の問題、誰

もが札幌まで来ることができるのか？という点を考慮すると、ハイブリッド開催の可能性

も含めてもう少し時間をかける必要があるのではと考え、当面はZoom開催としていく旨、

回答しました。出席者からは研究発表へのプレッシャーがあること、集合しないでZoom

 開催で良いのでは？という意見もありました。

 

研究協議「各支部における研究活動について」

　まず初めに、出席者から各支部の研究活

動について、研究題、研究活動の状況、本

部研究部への要望、意見、質問等について

 説明してもらいました。

　複数のグループに分かれて研究活動を進

めている支部もあれば、今後の活動が未定

 という支部もありました。

　研究部員数は石狩が最も多く（44名）、

続いて上川（33名）、渡島、空知、釧路、　　　　　　　進行：菅原理事 

 十勝が20名前後となっています。

　しかしながら、どの支部においてもリーダー的存在として期待したい事務主任が少なく、

 そのことも研究活動に少なからず影響していると感じました。

　上川支部では避難所運営ゲーム（Doはぐ）を開催予定で、事務職員目線で避難所につ

いて考察する予定との報告がありました。開催後はぜひ内容について教えていただきたい

 と思います。

　そのような中で、十勝支

部の帯広柏葉高校髙橋事務

主任さんが、研究活動の状

況について情報提供してく

 れました。

　十勝支部は通常の研究活

動を再開して３年目であり、

今年度は21名の研究部員を

４グループに分け、研究題

　　　　　　十勝支部からの情報提供の様子　　　　　　　を決めて活動しています。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究部は部長・副部長の事

務主任２名を除いて若手職員の集まりになっている中で、事前にGoogleフォームで経験

年数や担当分掌、研究してみたいこと等について質問し、その回答や研究活動の経験年数

等を参考として、意見が出やすい４～６名でグループ分けをします。実際に集まった際に

は、スムーズに研究に入れるために設定した仮のリーダーを進行役として、困っているこ

と等を思いつくままに付箋に記入して貼り付け、付箋を関連付けてグループ化するKJ法

でテーマを決定しているそうです。なお、アイスブレイクで雰囲気を和ませてから研究協



議を進めているとのことです（本部研究部も参考にして実践しなくては！）。 

　また、十勝支部では研究部内でGoogleチャットを活用しており、研究の成果をストッ

クしていつでも見られるようにしたり、事務処理方法について相談し合ったりしていて、

研究部員以外の事務職員や他支部への転出者も参加可能にしているそうです。研究部員の

 ご縁とつながりを切ることなく続けていける貴重な場であると思います。

 

※十勝支部でテーマ決めに使用している「研究議題ノート」を提供していただきましたの

で、この記事の最後に添付します。ぜひ参考として、楽しく研究活動を行ってほしいと

のことです。（十勝支部さん、ありがとうございます） 

 

 

　研究協議会を終えて（後記） 
 

　この度、コロナ禍明け以降で初となる支部研究担当者研究協議会を開催いたしまし

た。今回は、従来の研究部長だけでなく、研究部員や研究活動に興味を持つ会員にも

 出席対象を拡大しました。

　研究活動を重く捉えている皆さまも多いのではないかと思いますが、身近な「困り

ごと」を解消するために知恵を絞ること、周囲の仲間と意見交換し解決策を導き出す

 こと、という一連の流れこそが、日常に根ざした大切な研究活動であると思います。

　また、「事務処理を効率化するためにExcelの計算式を活用できないか？」「ショー

トカットキーを覚えてパソコン作業の時間を短縮できないか？」など、財務事務に直

 結しない分野にも考えるべきポイントはたくさんあるのではないでしょうか。

　どうか研究活動を「大ごと」と捉えないでください。日常の小さな課題をみんなで

考えて解決する活動と考えてみてください。一人の会員が抱える「困りごと」は、き

っと他の会員も抱えている共通の課題です。この研究協議会を次年度以降も継続して

開催し、みんなで知恵を出し合い、意見交換することで、事務処理の効率化や専門性

 の向上へとつながる「プラットフォーム」にしていきたいと考えてます。

　なお、各支部で研究活動した際にはぜひ写真とメモ（いつ、どこで、何の会議を開

催し、何人が集まり、○○について話し合った等）を協会本部研究部長（札幌厚別高

校事務長 中村直人 ）までメールしてください。協会HPの研究部のページに記事と

 して掲載いたします。
 

（北海道札幌厚別高等学校事務長　中村直人）



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




